
２月２８日 全校朝会（ミート） 

思いやりは社会の一員としての第一歩 

 おはようございます。  

 展覧会が終わりました。会場に並べられた作品の一つ一つから作った人の言葉が聞こえ

てくるようで、どれも見応えのある作品でした。会場の飾りも素敵でしたね。今日は作品

を持ち帰ります。大きな作品や細かい細工をした作品もあるので壊れないように気を付け

て持ち帰りましょう。  

 明日から３月になります。進級や進学の春が近付いてきました。６年生は卒業に向けて

の準備も始まります。そのスタートになる６年生を送る会を今年はミートで行うことにな

りました。朝の時間を使って学年ごとに６年生へのメッセージを贈る予定で準備が進んで

います。楽しみにしていてください。６年生は 1年間、最高学年としてたくさんの仕事を

してくれました。展覧会でも会場に机やひな壇などを運んで、作品を並べる台を作ってく

れました。大きな行事のたびに力を発揮してくれた６年生、委員会活動やクラブ活動でも

中心となって活躍してきた６年生の役割をこれから一つずつ５年生に引き継いでいきま

す。６年生には、残りわずかとなった小学校生活ですが、最後まで桜野小学校の在校生に

よいお手本を残してほしいと思います。  

  

さて、どの教室にも黒板の上には学校の教育目標が掲げられていますね。「思いやりのあ

る子ども」「自分の考えをもつ子ども」「明るく元気な子ども」です。どれも大切ですが、今

年度は、特に「思いやりのある子ども」を大事にしてきました。思いやりとは、相手の気持

ちを考えたり気遣ったりすること、相手を尊重する心や態度のことです。学校で多くの友達

と協力して活動したり、学び合ったりするためには人を思いやる心が大切です。ものの見方

や考え方は人それぞれで、みんな同じではありません。それを分かろうとしないで、自分と

考えが違うからといって、強い言葉や態度で押し通そうとすれば、喧嘩になってしまいます。

みんなが気持ちよく生活するためには、相手の気持ちを考えながら、穏やかに話し合うこと

が大事です。相手に「さん」を付けて呼び合うことも相手を尊重する気持ちの表れです。 

みなさんは学校で、社会の一員としてみんなで助け合い、それぞれのよさを発揮しながら

よりよい社会を作っていく力を身につけるために勉強しているのです。いきなり社会の一員

と言われても１年には難しいですね。それで、学年に合わせて、まずは学級や学年の一員と

して、次に学校の一員として、そして、地域や社会の一員として、自分にできることを考え

行動する、ということを積み重ねています。社会の一員となるための力として思いやりが大

事だということです。 

 また、挨拶や言葉遣いも思いやりの１つです。自分から進んで挨拶ができる人が増えてい

ますが、挨拶をする時にも、相手の気持ちを考えてできるとよいですね。登校する時、地域

で見守ってくださる方々に挨拶ができていますか。学校で身につけた、思いやり、挨拶、言

葉遣いなど、自信をもって地域や社会で発揮してほしいと願っています。 

 

今日は、思いやりは社会の一員としての第１歩というお話でした。 


